
 

 

2017.10.7(日) 9:00～14:00   日本野鳥の会大阪支部 

担当 平 軍二（☎090-6901-1425） (Ｅメール g-hira@nifty.com) 

 南 茂夫、前田 初雄、甲田 照二、斎藤 健、西脇 淳浩 

１．先月９月探鳥会   秋の到来を告げるモズの高鳴きを何回か聞くこと

ができたが、残暑厳しい一日でした。コースに樹林が少なくなったもののシジュウカラ・エナガなど林の小鳥、そして

一部の方はキビタキ・エゾビタキの渡り鳥を観察された。総じて鳥が少ない中、最後にオオヨシキリの「ギョギョシ・ギ

ョギョシ」と、カワセミで盛り上がった。 

２．今月の鳥 ノビタキ  例年牧野探鳥会の 10 月はノビタキ観察月、ノビ

タキを見たいために牧野パークゴルフ場入口駐車場周辺の草原まで500mほど往復

（回り道）を「ノビタキコース」と呼んで足を延ばしている。今月もこのコースで、クズの

原っぱから顔を出した灌木の天辺や、草丈の高いヨシの穂先などに止まるノビタキを

観察したいと思っている。 

春のノビタキはオス・メスがはっきりしていてわかりやすいが、秋はオス・メス・幼鳥と

もに、ほぼ同じ色をしているので識別は難しい。左写真は頭上から顔の周りに黒味

が見えるので、雄成鳥と思われる。探鳥コース(枚方市側)に残っている林でコサメ

ビタキ・キビタキなど森林性のヒタキも観察したいと思っている。       

３．自転車に十分注意を   牧野探鳥会は他の探鳥地に比べ鳥

が多いけれども、探鳥コースに「トイレが無い・自転車が危ない・日

陰がない」の三重苦があるコースである。特にサイクリング車が一

日数百台、猛スピードでひっきりなしであり、ぶつかると怪我をして

痛い目に合うのはバードウォッチャーである。前後左右に目を配り、

「自転車から自分を守る」よう充分ご注意下さい。     ➔➔                    

４．次回 11 月４日（日）はカモを楽しみに    

 11 月になると冬鳥の先発隊が到着する。カモの仲間や、ジョウビタキ・ツグミなどの小鳥が次々に渡ってきて、日に

日に鳥の種数・個体数が増えているので、どんな鳥に出会えるか楽しみに探鳥会を開催したいと思っている。 

月日：11 月 4 日(第１日曜日)   集合時間と場所は今日と同じ 
 

５．探鳥会の集合場所変更について、ご意見をお願いします 
これまで 20 年間、淀川上流探鳥会は京阪牧野駅集合、枚方市駅周辺解散で探鳥会を開催してきました。 

牧野駅に集合し、淀川を下流に向けて歩く現行コースの場合、 

①枚方ゴルフ場本流側 3 ㎞ほど、途中で引き返すことができなかったこと 

最近、淀川ゴルフ場の本流側の約 3 ㎞の樹林が伐採されたことから 

②探鳥コースで直射日光にさらされる距離が長く、夏は熱中症を対策に配慮する必要が出てきた 

ことから、集合場所を枚方市駅周辺にすることを、検討する時期になったと思われます。 

集合場所変更のメリット・デメリットは以下と思われるが、参加される方のご意見をお聞きし、賛成が多いようであれ

ば、2019 年 1 月探鳥会から試行したいと思っています。 

枚方市駅周辺集合・スタートのメリット                

    ③上記①②に対して枚方市駅近い磯島の樹林を観察した後、中締めとする短縮コースが可能となる 

㋑御殿山駅へ(短縮)、㋺枚方市駅へ戻る（短縮）、㋩牧野駅まで歩く（通常）の三通り 

④この結果、熱中症対策、体力的に厳しい方、鳥が少ない季節、自転車問題などにフレキシブルとなる 

    ⑤枚方市駅周辺集合にすることで、参加者が集まりやすくなる 

枚方市駅周辺集合・スタートのデメリット 

⑥集合場所・昼食場所をどこにするか  

⑦これまでと探鳥会記録の継続性が失われる 

 



科名 鳥名　

7/1 8/4 9/2 10/7 11/4 12/2 7/1 8/4 9/2 10/7 11/4 12/2

5 キジ キジ 33 401 ハヤブサ チョウゲンボウ 28

21 カモ ツクシガモ 1 407 ハヤブサ ハヤブサ 22 ○

26 カモ オカヨシガモ 31 418 カササギヒタキ サンコウチョウ 1

27 カモ ヨシガモ 6 420 モズ モズ 66 8

28 カモ ヒドリガモ 33 435 カラス ハシボソガラス 76 ○ ○ 17

29 カモ アメリカヒドリ 5 436 カラス ハシブトガラス 73 ○ ○ 8

30 カモ マガモ 39 438 キクイタダキ キクイタダキ 8

32 カモ カルガモ 64 ○ 5 442 シジュウカラ ヤマガラ 6

34 カモ ハシビロガモ 4 443 シジュウカラ ヒガラ 1

35 カモ オナガガモ 8 445 シジュウカラ シジュウカラ 68 ○ 23

36 カモ シマアジ 1 452 ヒバリ ヒバリ 43 ○

37 カモ トモエガモ 1 455 ツバメ ショウドウツバメ 3

38 カモ コガモ 42 457 ツバメ ツバメ 41 ○ ○ 39

42 カモ ホシハジロ 24 459 ツバメ コシアカツバメ 13 1

43 カモ アカハジロ 1 461 ツバメ イワツバメ 25

46 カモ キンクロハジロ 26 463 ヒヨドリ ヒヨドリ 76 ○ ○ 8

47 カモ スズガモ 3 464 ウグイス ウグイス 72 ○ ○ 1

59 カモ カワアイサ 32 466 エナガ エナガ 57 ○ 8

60 カモ ウミアイサ 1 476 ムシクイ オオムシクイ 2

62 カイツブリ カイツブリ 29 477 ムシクイ メボソムシクイ 3

64 カイツブリ カンムリカイツブリ 36 479 ムシクイ エゾクシクイ 1

66 カイツブリ ハジロカイツブリ 3 480 ムシクイ センダイムシクイ 6

74 ハト キジバト 73 ○ ○ 8 483 メジロ メジロ 58 ○ 3

127 ウ カワウ 73 ○ ○ 7 492 ヨシキリ オオヨシキリ 22 ○ 1

139 サギ ゴイサギ 8 499 セッカ セッカ 20 ○ 1

141 サギ ササゴイ 12 506 ムクドリ ムクドリ 71 ○ 10

143 サギ アマサギ 2 508 ムクドリ コムクドリ 4

144 サギ アオサギ 74 ○ ○ 7 511 ムクドリ ホシムクドリ 2

146 サギ ダイサギ 72 ○ ○ 2 520 ヒタキ マミチャジナイ 1

148 サギ コサギ 62 ○ 2 521 ヒタキ シロハラ 35

153 トキ ヘラサギ 1 522 ヒタキ アカハラ 1

166 クイナ クイナ 7 525 ヒタキ ツグミ 37

170 クイナ ヒクイナ 5 533 ヒタキ ノゴマ 1

174 クイナ バン 11 536 ヒタキ ルリビタキ 1

175 クイナ オオバン 28 540 ヒタキ ジョウビタキ 36

185 カッコウ ホトトギス 2 542 ヒタキ ノビタキ 8

187 カッコウ ツツドリ 1 549 ヒタキ イソヒヨドリ 23 3

192 アマツバメ アマツバメ 2 552 ヒタキ エゾビタキ 3 1

195 チドリ ケリ 22 554 ヒタキ コサメビタキ 8

202 チドリ イカルチドリ 8 558 ヒタキ キビタキ 10 1

203 チドリ コチドリ 23 560 ヒタキ オジロビタキ 1

204 チドリ シロチドリ 4 561 ヒタキ オオルリ 4

227 シギ チュウシャクシギ 2 569 スズメ スズメ 76 ○ ○ 31

235 シギ アオアシシギ 1 573 セキレイ キセキレイ 16

239 シギ クサシギ 2 574 セキレイ ハクセキレイ 68 2

241 シギ キアシシギ 1 575 セキレイ セグロセキレイ 66 1

244 シギ イソシギ 50 1 584 セキレイ タヒバリ 12

251 シギ トウネン 1 586 アトリ アトリ 25

286 カモメ ユリカモメ 18 587 アトリ カワラヒワ 73 ○ ○ 3

293 カモメ ウミネコ 2 588 アトリ マヒワ 6

294 カモメ カモメ 1 592 アトリ ベニマシコ 32

299 カモメ セグロカモメ 15 600 アトリ シメ 30

307 カモメ コアジサシ 8 602 アトリ イカル 15

339 ミサゴ ミサゴ 43 1 610 ホオジロ ホオジロ 71 ○ 3

340 タカ ハチクマ 2 614 ホオジロ ホオアカ 2

342 タカ トビ 57 ○ 1 617 ホオジロ カシラダカ 17

349 タカ チュウヒ 1 618 ホオジロ ミヤマホオジロ 1

355 タカ ハイタカ 17 624 ホオジロ アオジ 41

356 タカ オオタカ 12 628 ホオジロ オオジュリン 11

357 タカ サシバ 1  キジ コジュケイ 12

358 タカ ノスリ 24  ハト カワラバト(ドバト) 75 ○ ○ 44

366 フクロウ オオコノハズク 1  カッコウ カッコウSP 3

383 カワセミ カワセミ 67 ○ 1 カモ アイガモ 2

388 キツツキ アリスイ 7 25 13 33

390 キツツキ コゲラ 61 ○ 1 253

393 キツツキ アカゲラ 2 8 27 21
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